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６年国語 「春の河」① 教科書１４ページ    年  組  名前【               】 

 

①「河」と「川」のちがいについて説明しましょう。 

 

河   川  

 

②あふれてゐる（あふれている）ものは何でしょうか。 

 

 

 

③春の河には、「倒置
と う ち

」という技法（テクニック）が使われています。 

 

「倒置」とは… 文をふつうの順番とは逆にすること。 

 

その効果は… 強調したい時や読み手にインパクトを与えたい時に用いる。 

 

例えば 星が光っている。 倒置を用いると→ 光っている、星が。 

 

 「春の河」の詩で「倒置」を使わないと、どんな詩になるでしょうか。書きましょう。 

春の河では… 

 

 
倒置を用いると→ 

たつぷりと 

春は 

小さな川々まで 

あふれてゐる 

あふれてゐる 

 

作者は、順番を意図的にいれかえることで、「たっぷりと」を最初にもってきましたね。 

これにより、読み手に「たっぷりあるんだな～！」と「何がたっぷりあるんだろう」という強い印象を与えています。 

 

④春の河には、「反復
はんぷく

」という技法（テクニック）も使われています。 

 

「反復」とは… 同じ表現をくり返し使うこと 

 

その効果は… その表現を強調したい時に用いる。 

 

例えば 美しい 反復を用いると→ 美しい 美しい 花 

 

「春の河」で「反復」が使われている部分はどこでしょうか。教科書に線を引きましょう。 
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作者は、「あふれてゐる」を２回くり返すことで、どんなこと（ようす）を特に伝えたかったのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小さな川々まで」という表現を手がかりにしましょう。 

 

   「小さな川々まで」 とは… 

  

   → 大きな川（河）だけでなく、小さな川や沢や用水路にまで 

 

 

 

 

 

 

 

      音読の工夫をしよう！ 

  

工夫して音読する ことば どのように工夫して音読しますか どうしてですか。 

   

 

 

 

 

 

例Ａ： たっぷりと      ゆっくりと広がりのある声で     春の広がりを音読で表したいから。 

 

例Ｂ： あふれてゐる     １回目の「あふれてゐる」よりも   ～から。 

               ２回目の「あふれてゐる」を～読む 

 

 

学習を振り返ろう 

 

① 「倒置」、「反復」の意味がわかった。 【 よくわかった ・ わかった ・ あまりわからなかった 】 

② 
作者の思いを想像しながら、工夫して音読したいこと

ばを考えることができた。 
【 よくわかった ・ わかった ・ あまりわからなかった 】 

③ 春の景色が思いうかぶように音読することができた。 【 何度もできた ・ できた ・ あまりできなかった 】 

 

作者が伝えたかった思いを一枚の絵のように思いうかべることができましたか。  


